
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

前田建設工業株式会社（本店：東京都千代田区、社長：前田操治）は、技術開発成果をまとめた「前

田建設技術報告集」（2026年 Vol.61）を発刊しました。 

今回は、「社会課題への実装を加速する技術」をテーマに、建設技術の高度化にとどまらず、環境、

防災・減災、生産性向上、インフラの長寿命化、地域活性化など、社会課題の解決や社会実装を見据

えた最新の研究・技術開発成果 20編を収録しています。 

基礎研究から、実証実験、現場導入まで、当社の技術開発の現在地と、持続可能で強靱な社会の

実現に向けた挑戦をご紹介しています。全文は当社ホームページに PDF 形式で公開しています。 

 

「前田建設技術報告集」（2026年 Vol.61）の 4つの注目テーマ 

０１ 環境課題・脱炭素への対応 

低炭素型コンクリート、PFAS の浄化・溶出防止・

焼却処理、直流主体のコンテナ型マイクログリッ

ドなど、環境負荷低減と資源・エネルギー課題に

向き合う技術を紹介します。 

０２ 防災・減災とインフラ強靱化 

地震と豪雨が連続する複合災害、飛来物衝突・

爆発時の地盤応答、RC 床版の鉄筋腐食と疲労

耐久性など、安全性とレジリエンス向上に資する

成果を収録しています。 

０３ 建設生産の高度化・省力化 

風洞実験模型の自動製作、コンクリートの圧送

性評価、生産性向上コンクリート、土工品質管理

データを活用した性能照査など、現場の生産性

と品質を高める技術を取り上げています。 

０４ インフラ価値の拡張  

舗装の修繕計画シミュレーション、RC 床版の疲

労耐久性評価といった維持管理の高度化と、応

援広告を活用した地域活性化等インフラ空間の

新たな価値創出に挑む取組みを紹介します。 

『研究から現場へ、現場から社会へ。』 をテーマに、前田建設が取り組む研究成果を実際の現場や

社会へ実装することを通じて、社会課題の解決と新たな価値の創出を進めていきます。 

 

前田建設技術報告集↓ 

https://www.maeda.co.jp/tech_service/report/ 
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＜問い合わせ先＞ 

インフロニア・ホールディングス株式会社 

（前田建設 広報担当） 

E-Mail：infroneer-release@infroneer.com 
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